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したがって 0222  axyx  ──① 0)1( xy  ──② 

②より、 1x または 0y である。 

 

1x のとき ①より 012  ay  012 ≧ ay  ──③ 

1a のとき ③を満たす実数 y は存在しない。 

 1a のとき 0y  

 1a のとき 1 ay  

 

0y のとき ①より 022  axx  ──④ 

④が実数解を持つには 014 ≧aD   1≦a  

1a のとき ④を満たす実数 xは存在しない。 

1a のとき 0)1( 2 x  1x  

1a のとき ax  11  
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 ……(答) 


